


























イ社の製品仁|入絞売額が第二伎の薬品である c 米 I~ilrヨのみで年!お Hな F!レ以上販売
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(設fg2報告)製薬会主1:問の談合規制の根拠としての保健縫
され， 2020年8月まで特許権が保障されている 2003年 5J"l (こ，製薬メーカーの
ワトソン (Walson)校，パー (Par)校等(ふアンドロゲ/レの後発医薬品を製造















ている υ これに加えて，ジョン・レイボヴイツツ OonLeibowitz)連邦取引委員会委
員長{ふオハマ大統領が議員I寺{こ提出した新薬特許権者と後発医薬品開発送船の競
争制限iねな逆払いの合意を禁1とする法案全，今後，推進する計画であることをァi切ら




Eじでも類似の事件が起きている Eじが， 2008年 11月米に，後発医薬fyiと新
発売を遅らせたという証拠を探すために，独占禁止法違反の有無念発表する数
日前(こ，製薬会社等合調交したことがある c このため，グラクソ・スミス・クライン
(Glaxo Smith Kline)社，ファイザー(郎氏r)社およびサノブイーアベンティス (Sanoル
八ventis)社(こ，急な調査主が入った。後発l交薬品の開発に力ぞ注いでいるイスラエノレ


























践はしない， と発 I~::-j している 2005 年には，アストラゼネカ(八straχeneca) 社に
対して，自社製品のロセ、ク (Loscc)より安い競合他社の市湯参入念妨怒したこと












































絞りの 2項目付， ;;)は，後発医薬品開発者のrliJ}¥>}参入を続令iIllJsH (1ヲに妨子容す







になる c これは， f!Jらかに米関食品i蕊薬品局i去の趣旨に反するコ述邦取引委員会
は，このような滋用事件に対して議査に務手しすべて同意命令を下す一方，米国食








修 IE または ìljlJ除する裁判所の命令合~)jミすることができるようになったのである c
第二{こ，侵害訴訟の和解として行われる辺払いがある。新薬特許権者が後発医薬
品開発字?に金銭金支払い(じashpaymcnt)司 これに対する文、{(lUiとして後発医薬品開発




































逆払い (rc\'(~rSè paymcntl という!否認は，特許権者が特許侵害者と思われる殺に
対して提案する，特許紛争解決のための多様な形態の合窓を，総括的にn予ぶ言葉と























Schering-Plough事件では， Schering社の特許満了日は 2006年 9月5日となって
いたっ 1999iF， Schcringぢ:は，特許訴訟を提起した後発医薬品開発者ーであるじp-
めはおよび ESIと合窓し，じpsherは2001年 9月 1El (残与の特許子子統綴間をほぼ二

















1999 fふ連邦取引委員会は， 28憾のブランド医薬品と 50縞のジ.エネリツクの製
造会社に対して汐94年121'1 31日以後に締結した合意，郊ち特許訴訟での究会ま
たは一部合窓を含む販売承認手続{こ隠するファイル関連文書~提出するように命令
したっこれに対する認王室経;采をもとに， Gcneric Drug Entry Prior to Pat亡ntExpi-









































を認めていないc もちろん，逆払 L、合怠に銘ずる独 1413三iJIニ訴訟の-í~r;では，連邦取
引委民会が1J9fi'JFしたこともある c しかしこのような事件で違法と判i訴されたもの





























































訴する均合の);r討を;('[0)W1iざ利:fu't~根拠{こ， i1 r1j 禁止法 Lの交任理論を受け入れる
}ともしないcW長i，及、1'IJf9i(ふ逆払い合立が特許'のm，iU!.伎を超え競争を制限する
幼子?には、 これな独自祭[1:法港反であるとする ν 合惑を明白な手|三役答医薬品や活動
にまで及{ますなど， i打湯参入を実質的に不可能にさせる

























治的年 3J= 23 1ゴ，第一三jちは，同校の主力製品たる抗的洋urクラビットjの特
許をと佼;ざしているとして，後ぎをl笈薬ぷ会主上 13 校舎相手{こ製品の製造 .11買うどの ~i'~ll:告示
求めて，東京と火i夜の河地方後'rlJTfrに訴えを主主起したc 第一三兆は， 20ll {jOまでク
ラピットの終u干の延長を認めるべきだと主張している c クラビット(ふ当初， レシ、
オネラi去におIずる効能を追加i取得したことで， 2011 {F 5 nまで特許を延長すること










3) Eじ内の製薬部門のiFl立総売与上げは，約 2，000tなユーロ (2，560{iなドル) (こ透す
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